
卒業の要件について 

 

卒業するためには、本学に 2 年間以上在学し、その間に次表にしたがって単位を修得しなければなりません。ただし、

これは卒業するための最低必要な単位数なので、この中から 1単位でも不足すると卒業できなくなります。 

それぞれの具体的な開講科目名、開講年次、開講時期については、入学時に配布した CAMPUS LIFE GUIDEBOOK の『教育

課程表』を参照してください。 

 

【令和４年度以前入学生】 

＜卒業要件の単位数＞ 

 
教 養 教 育 科 目 専 門 教 育 科 目 合 計 

必 修 選 択 計 必 修 選 択 計  

 

 

６２単位 

以上 

 

保育学科 

 

２単位 

 

１３単位以上 
（外国語科目２単位を含む） 

 

１５単位

以上 

 

２５単位 

 

２２単位 

以上 

 

４７単位 

以上 

 

食物栄養学科 

 

 

２単位 

 

１１単位以上 
（外国語科目２単位を含む） 

 

１３単位

以上 

 

２２単位 

 

２７単位 

以上 

 

４９単位 

以上 

 

<教養教育科目> 

 
保 育 学 科 食 物 栄 養 学 科 

 

外国語科目  
スタンダード英語、オーラル英語、編入対策英語の中から、２単位以上を修得しなくてはなりませ

ん。 

 

 

教養教育科目

（外国語以外） 

教養教育科目の中から必修科目２単位、選択科

目１１単位以上を修得しなければなりません。 

※幼稚園教諭二種免許状の取得希望者は「日本

国憲法」「情報機器の操作」「体育講義」「健康ス

ポーツ」を必ず履修してください。 

 

教養教育科目の中から必修科目２単位、選択科目

９単位以上を修得しなければなりません。 

 

 

<専門教育科目> 

各学科で開講されている必修科目を修得するとともに、選択科目も履修して保育学科は合計４７単位以上、食物栄養学

科は合計４９単位以上を修得しなければなりません。 

各学科で開設されている専門教育科目の単位数は次表のとおりです。 

 

学 科 名 必 修 科 目 選 択 科 目 

保 育 学 科 ２５単位 ７５単位 

食 物 栄 養 学 科 ２２単位 ５２単位 

 

＊1単位でも不足すると卒業要件が充たされず、留年という最悪の事態になります。できるだけ単位数に余裕をもって

多めに履修しておくことが大切です。 

また、選択科目を選ぶときは、個人の学習目標や将来の進路・免許・資格要件などを十分考慮して科目を選ぶことも

大切です。 

 

 

 



 

【令和５年度以降入学生】 

＜卒業要件の単位数＞ 

 
教 養 教 育 科 目 専 門 教 育 科 目 合 計 

必 修 選 択 計 必 修 選 択 計  

 

 

６２単位 

以上 

 

保育学科 

 

３単位 

 

１２単位以上 
（外国語科目２単位を含む） 

 

１５単位

以上 

 

２５単位 

 

２２単位 

以上 

 

４７単位 

以上 

 

食物栄養学科 

 

 

３単位 

 

１０単位以上 
（外国語科目２単位を含む） 

 

１３単位

以上 

 

２２単位 

 

２７単位 

以上 

 

４９単位 

以上 

 

<教養教育科目> 

 
保 育 学 科 食 物 栄 養 学 科 

 

外国語科目  
スタンダード英語、オーラル英語、編入対策英語の中から、２単位以上を修得しなくてはなりませ

ん。 

 

 

教養教育科目

（外国語以外） 

教養教育科目の中から必修科目３単位、選択科

目１０単位以上を修得しなければなりません。 

※幼稚園教諭二種免許状の取得希望者は「日本

国憲法」「基礎情報処理」「体育講義」「健康スポ

ーツ」を必ず履修してください。 

 

教養教育科目の中から必修科目３単位、選択科目

８単位以上を修得しなければなりません。 

 

 

<専門教育科目> 

各学科で開講されている必修科目を修得するとともに、選択科目も履修して保育学科は合計４７単位以上、食物栄養学

科は合計４９単位以上を修得しなければなりません。 

各学科で開設されている専門教育科目の単位数は次表のとおりです。 

 

学 科 名 必 修 科 目 選 択 科 目 

保 育 学 科 ２５単位 ７０単位 

食 物 栄 養 学 科 ２２単位 ５１単位 

 

＊1単位でも不足すると卒業要件が充たされず、留年という最悪の事態になります。できるだけ単位数に余裕をもって

多めに履修しておくことが大切です。 

また、選択科目を選ぶときは、個人の学習目標や将来の進路・免許・資格要件などを十分考慮して科目を選ぶことも

大切です。 

 


